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  Chapter 1 では、シンプルなフルオレン誘導体が、室温、溶液中でリン光発光を示すことを新たに発見




いて 300 nmで励起することにより、358 nm（青色発光）ならびに 500 nm（緑色発光）に極大発光を与える
スペクトルが得られたこと、酸素存在下では緑色発光は完全に消失するが青色発光は維持されること、
















へは高効率かつ独立して OF からの FRET が起こるため、その比を変えることにより 3色素からの発光色
混合、すなわち発光色チューニングが可能であることも見出し（OF:DCM:PS ＝ (1:0:0) 青色、(1:0.04:0) 








  Chapter 3 では、フルオレノンならびにそのπ共役系を拡張した類縁体インデノフルオレンジオンに弱
い電子供与部位としてジアルコキシフェニル基を導入してD-A-D（ドナー - アクセプター - ドナ−）構造






















 平成 28年 9月 1日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
